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要旨 

近年、美術科の題材開発において、地域の人材や機関等との連携が盛んになっており、様々な実践が報告され

ている。静岡大学教育学部附属島田中学校の美術科においても、これまで地域の作家や学芸員（美術館等）と連

携を行い、積極的に題材開発や授業研究に取り組んできた１）２）。美術科の授業づくりにおいては、担当教員が

様々な工夫を行い題材開発に取り組んでいる。その中でも、地域の「ひと・もの・こと」とのつながりを授業に

生かしていくことは非常に重要な視点であると考える。本論では、掛川市で受け継がれてきた「遠州横須賀凧」

を生かした題材提案やその実践内容、さらに成果と課題について報告をおこなうものである。 

 

キーワード： 美術科 伝統 地域 遠州横須賀凧 題材開発 

１．はじめに 

平成 29 年に告示された中学校学習指導要領では、

美術科において生活を美しく豊かにする造形や美術の

働き、美術文化についての理解を深める学習の充実を

図ることが示され、教科目標の改善が図られた。 

目標では、美術や美術文化に対する見方や感じ方を

深めることが謳われており、自然の造形や美術作品と

関わることで自分の中に新たな価値や意味をつくりだ

すことが求められている３）。さらに、我が国や郷土

の伝統や文化の魅力を理解し、その違いを認めながら

よりよい社会を形成していこうとするための教育の一

層の充実も求められている４）。学習指導要領の改訂

は、教員がこれまでの自身の授業や題材のあり方を振

り返り問題意識をもつとともに、新たな題材の可能性

を模索していくきっかけとなる。「伝統を継承し、新

しい文化の創造を目指す教育」５）の推進のために、

美術科の果たす役割は大きく、その可能性を教員は模

索し続けていく必要がある。 

美術科では、地域の身近なものや伝統的なものを生

かした題材開発や指導の充実が指摘されており、地域

の伝統的な工芸や民芸等に使用されている材料や表現

技法、それに関わる人材の活用について美術の学習を

深めるために重要であることが示されている６）。附

属島田中学校の美術科においても、これまで地域の作

家や学芸員（美術館等）と連携を行い、伝統的な工芸

等を取り上げ、積極的に題材開発や授業研究に取り組

んできた１）２）。地域の「ひと・もの・こと」とのつ

ながりを授業に生かしていくことは重要な視点である

と考える。近年では、日本各地で地域性を生かした題

材開発や実践が報告されている（笠原ら、2018）７）。 

本論では、掛川市で伝承されてきた「遠州横須賀凧」

を生かした題材提案（以下、本題材と記す）やその実

践内容、さらに成果と課題について報告をおこなうも

のである。地域の「ひと・もの・こと」を生かした題

材開発と実践に取り組み、その可能性を模索する。 

 

２．附属島田中学校美術科の研究概要 

（１）教科テーマ 

本章より、附属島田中学校（以下、本校と記す）で

行った美術科の題材開発について、詳細を報告してい

く。本実践では中学校１年生を対象とした。 

本校の生徒は、指示されたことに対しては真面目に

取り組めるが、表現のねらいによっては、苦手意識を

もつ生徒もいる。また、思いや主題をもてないと、積

極的に表現に取り組めず、作品ができれば良いという

作品至上主義的な考えをもつ生徒も少なくない。本

来、人間は何かを発想したり、必要なものを生み出し

たりする欲求をもっている。自らの手でそれを成し遂

げた時の喜びは大きい。だからこそ、自分の思いを積

極的に表現することが求められている。美術科は表現

や鑑賞の幅広い活動を通して、美しいものに感動する

心、新しいものを創造する力や多様な社会で主体的に

実践報告
 

262



生きていくために必要な資質能力を育んでいく教科で

あり、人間形成に欠くことはできない。 

本校美術科では、造形的な見方・考え方を働かせな

がら制作過程において試行錯誤を繰り返し、よりよい

ものを追究していく中で、創造の喜びを味わうことが

できる生徒の育成を目指していきたいと考えた。教科

テーマは「造形的な見方・考え方を働かせ、創造の喜

びを味わう生徒の育成」とした。単に作品をつくるこ

とが目的ではなく、表現や鑑賞の学習過程を通して、

感性や想像力を働かせて様々なことを感じ取ること、

新しい見方や考え方に出会い新たな価値を創造するこ

と、そして、表現したり鑑賞したりする喜びにつなげ

ていくことを大切にしたいという思いを込めた。創造

の喜びを味わうことができる生徒像を目指し、サブ

テーマを「つながりを重視した授業の工夫」とした。 

 

（２）研究の視点 

教科テーマに迫るために、具体的な方法として４つ

の「つながり」を重視している。１つ目は「地域のひ

と・もの・こととのつながり」である。２つ目は「小

学校・中学校での題材のつながり」、３つ目は「中学

３年間の学びのつながり」、４つ目は「題材内での学

びのつながり」である。中学３年生で美術が学び修め

になる生徒もいることから、小学校から中学校の図画

工作科や美術科での学びが生涯にわたって生かされる

ために、「つながり」や過程を重視した題材開発や授

業づくりの工夫を検討していく。 

４つの「つながり」を意識して、題材及び授業を構

想することや精選した学びを検討していくことを通し

て、生徒につけたい力を計画的・段階的に明確にして

取り組んでいった。その過程で、自分の思いや見方・

感じ方、創造した作品等に自信をもって語り、認め合

える人に育ってほしい。その積み重ねが、生徒の自信

や創造の喜びとなり、さらには、生徒が創造の喜びを

味わい、達成感や充実感、満足感等を味わうことにつ

ながり、美術科で育成を目指す資質・能力を育成でき

るのではないかと考えた。 

 

（３）美術科で育成を目指す力 

 本題材で育成を目指す力を図１に示した。教科テー

マを達成するために、図画工作科で培ってきた学びや

経験を基礎として、学習指導要領に基づき、「知識・

技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組

む態度」の３つの観点を柱としている。 

「知識・技能」では、制作意図に応じた材料や用具

の使い方、活用の仕方に関する知識・技能及び材料や

用具の特性に応じた制作手順や完成の見通しの立て方

に関する力の育成を目指している。 

「思考・判断・表現」では、対象を深く見つめ、感

じ取る力や想像力、自他の美意識や美的価値観につい 

 

 

 

て考える力の育成を目指している。 

「主体的に学習に取り組む態度」では、主体的に楽

しんで生徒自身が美術活動に取り組むとともに美術を

愛好する態度や本題材のような身近な地域の文化を理

解しようとする態度の育成を目指している。 

３年間を通して、３つの力の「つながり」を重視し

た題材及び授業づくりに取り組み、最終的には「造形

的な見方・考え方を働かせ、創造の喜びを味わう生徒

の育成」を目指している。 

 

３．地域に伝承されてきた凧を生かした授業実践 

（１）「つながり」を重視した題材開発 

本題材ではねらいに迫るために、先述した「つなが

り」を意識した題材開発や授業づくりに取り組んだ。

先に述べた４つの「つながり」の内、本題材では「地

域のひと・もの・こと」と「中学３年間の学び」の２

つの「つながり」の視点を意図的に組み込んだ。先述

した４つの視点は、年間を通して、各題材内に組み込

んでいる。以下には、本題材で組み込んだ２つの視点

について、詳しく説明を加える。 

 

①地域のひと・もの・こととのつながり 

本題材では、生徒の居住地の１つでもある掛川市で

伝承されてきた「遠州横須賀凧」を取り上げ、さらに

掛川に在住している凧づくりの職人との連携を行う。

凧は全国各地で作られているが、500 年の歴史をもつ

「遠州横須賀凧」（図２）には 20 種類以上もの凧が

あったといわれている。人々が競い凧揚げを重ねた結

果、様々な意匠のものが誕生した８）。 

横須賀凧の起源は、戦国時代にさかのぼり、敵の陣

地の測量や通信手段、凧の尾に密書を託す等、戦さの

１つとして重要な役割を果たしていたとされる。江戸

時代の城主の加税祝いに家臣達が凧を揚げたのが横須

賀凧の起こりで、庶民の生活に凧が入ってきたのは、

正徳年代と伝えられている９）。モチーフの独特な形 

図１ 本題材で育成を目指す力 
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と色彩の豊かさが特徴の「祝凧」として、地域に伝承

されてきた。同じ地域の中でこのような多種類の凧が

誕生したのは珍しく、その種類の多さも「遠州横須賀

凧」の特色のひとつだといえる。また、凧の紙数の大

きさや凧合戦には凧にうなりをつけ、糸を切る道具を

用いることも特色としてあげられる。庶民の間でも凧

を揚げるようになり、ますます盛んになると、うなり

のついた凧や大凧の禁止令が発布された。やがて、凧

揚げは４月 20 日過ぎから５月までという期限が定め

られ、男児の節句祝品として用いられるようになり、

今日に継承されている 10）。そのため、男子生徒宅に

は贈られた祝凧が飾られている家庭も多少なりあるこ

とが考えられる。しかし、こうした凧を目にすること

はあっても、改めてその意味を考えたり、その歴史や

思いに触れたりする機会はあまりない。全体的に、地

域の様々な伝統文化に触れる機会が生徒達は少ない。

そのため、美術科において、身近な地域で受け継がれ

てきた独自の美意識や創造の精神を感じ取り、造形的

な見方を広げていきたいと考えた。本題材では地域の

ひと・もの・ことと関わり、凧に込められた思いや願

いを考え、いにしえの人々が創意工夫を重ね、思いを

引き継いできた凧の魅力を感じ取る活動を取り入れた。 

 

②中学３年間の学びのつながり 

本題材の対象は１年生であったため、1 年次の美術

科の年間計画について説明を行う。年間で取り組んだ

題材は表１の通りである。 

 

 

 

１学期５月に俵屋宗達の《風神雷神図屏風》の実物

大のレプリカを鑑賞した後、６月以降はこれまで学ん

だ造形的な見方・考え方を深めていくために、「見る

こと・彫ること・刷ることへの挑戦」（全 10 時間）

において、表現と鑑賞を一体化させた一版多色刷り版

画の題材を構想した。 

まず、日本美術に対して興味関心をもってもらうた

めに、生徒達にも知名度があったり、親しみがもちや

すかったりする《風神雷神図屏風》を取り上げて鑑賞

の活動に取り組んだ。鑑賞活動では、作品に何が描か

れているのかを考えた後、色や形、構図や使用されて

いる素材、技法等の工夫を探り、その効果を考えた。

図画工作科から美術科への学びを深めていく過程で、

造形的な要素（例えば、余白の美、切り捨ての美等）

に気づかせていった。 

次に、一版多色刷り版画の題材では、一学期の《風

神雷神図屏風》の鑑賞で学んだ造形的な要素を生かし、

島田市博物館の学芸員と連携に取り組んだ。本校に海

野光弘の木版画作品（本物：１点）が収蔵・展示され

ていることから、作品鑑賞と学芸員から話を聞くこと

を通して、作品の魅力とともに制作する過程、思いの

変容、主題を追究することの大切さに気づくことにつ

ながった。「見ること・彫ること・刷ることへの挑戦」

では、海野光弘のものを見つめる視点の豊かさにも触

れたことから、生徒それぞれの思い、視点を工夫して、

写実に迫る表現をしようと取り組んだ。 

こうした題材間の学びのつながりを意識した題材開

発や授業づくりを行った結果、造形的な見方や考え方

図２ 遠州横須賀凧 （左：巴凧、右：べっかこう） 

表１ 2018年度入学生の年間指導計 

時数 
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を意識し、表現や鑑賞の活動を追究したいという思い

を持って表現や鑑賞に取り組む生徒が増えてきた。 

一方で、主題づくりでは、自分の考えを見つめたり、

思いを深めたりすることに課題を抱えている生徒が多

く、その点が課題として残った。 

本題材は「思いを込めて絵を描く」「思いを空へ揚

げる」という特徴を併せ持っている。地域で伝承され

てきた凧のことを学び、自らの夢や願い、思いを込め

て、絵柄の色や形を試行錯誤していくことが可能であ

る。さらに、自らの思いを凧に託し、大空へ夢を揚げ

ることも可能である。２次元の作品が３次元の世界へ

広げることで、自身の思いをつくり作品を創造する

きっかけになるとともに、創造の喜びや達成感も充実

したものになると考えた。 

 

（２）題材名 

「天まで届け！～ぼく・わたしの夢～」 

 

（３）対象学年 

第１学年（男子 50名、女子 58名、計 108名） 

 

（４）生徒の実態把握（事前アンケート） 

本題材の実施前に、凧に関する事前アンケートを実

施した。 

生徒の凧への興味（図３）は、「凧にとても興味が

ある」「まあまあ興味がある」と回答した生徒は約

70％であり、おおむね興味を抱いていることが分かっ

た。さらに、90％の生徒が「凧をつくってみたい」と

回答しており制作への意欲を示していた。 

ただし、「凧は身近ですか」という問いに対して、

73％の生徒が「いいえ」と回答しており、実物の凧を

見たり揚げたりした経験がない生徒が 40％近くいる

ことが分かった。凧を制作した経験（図４）について

は、「凧をつくったことがない」と回答した生徒が

65％であった。「ある」と回答した生徒は 40％近く

になったが、「絵付けのみ」がその半数を占めており、

骨組みを組む等の一連の凧づくりに取り組んだ経験は

少ないといえる。また、凧にはいろんな形があること

や日本の伝統的なものがあること等は 70％近くの生

徒が知っていたが、その意味や歴史についての理解は

低い傾向にあった。 

本題材前に実施した一版多色刷り版画の題材では、

つながりを意識した授業づくりを通して、造形的な要

素を取り入れながら表現や鑑賞をし、表現を追究した

いという思いを持って取り組む生徒が増えてきた。一

方で、主題づくりでは自分の考えを見つめたり、深め

たりすることに課題を抱えている生徒が見られた。本

題材の凧は、「思いを込める」「思いを揚げる」とい

う特徴を併せ持っている。事前アンケートの結果から

生徒達も凧に興味関心を持っているが、身近なもので 

 

 

はなく、見たり揚げたりつくったりしてきた経験には

個人差があり、さらに凧の意味や思いについては生徒

の多くが理解していない結果となった。本題材では、

地域の凧に込められた意味や思いについて鑑賞を通し

て学び、その学びを自己の表現に生かしていく過程を

重視する。表現では、自らの夢や願い、思いを込めて、

色や形を試行錯誤することで、自身の思いを凧に託し、

大空へ夢を揚げることが可能になる。２次元の作品が

３次元の世界へ広がり、創造の喜びや達成感も充実し

たものになると考えた。 

 

（５）題材目標の概要 

本題材で生徒につけたい力を美術科で育成を目指す

力（図１）と関連づけて示したものが、表２である。

本題材において、新学習指導要領にある「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に向か

う力、人間性等」をもとにしてある。表２には、本校

美術科で生徒に育成する３つの視点と本題材で育成を

目指す力を関連づけて示している。 

 

（６）指導計画及び各時の目標 

表２をもとに、本題材の指導計画と各時の目標を設

定したものが表３である。本題材は、全 13 時間で構

成されており、第１学年の 10～12 月にかけて実施し

たものである。本題材では表現と鑑賞の活動が相互に

関連づけられている。効果として、生徒達の表現及び 

図３ 生徒の凧に対する興味 

図４ 凧の制作経験 
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鑑賞の力が相対的に高まると考えたためである。鑑賞

後に表現に取り組み、再度鑑賞を行うという構成とし

た。 

 

①身近な地域の美術文化を理解しようとする態度（主

体的に学習に取り組む態度）の育成 

導入の第１・２時においては、「遠州横須賀凧」の

鑑賞に取り組み、凧のもつ意味や込められた願いにつ

いて個人や小グループ活動を通して考えを深めて行っ

た。漠然と対象作品を見るだけではなく、絵柄や色彩

の特徴をとらえながら、造形要素の視点やその効果に

気づかせ、生徒の意欲を喚起していった。先に実施し

た他題材では、学習課題が漠然としていたために生徒

の意欲や学びに差が出てしまった。そのため、導入で

ある鑑賞活動では「凧に込められた願い」に気づくた

めに学習課題を明確にし、さらに主題に迫っていける

ような発問に重きをおいた。 

 第３時は、第１・２時で感じ取ったことをもとに生

徒１人１人の主題を掘り下げていく時間とした。前時

の鑑賞では凧に込められた願いや思いに迫るとともに

凧に願いや思いを込める意味を理解し、表現では生徒

が自身の凧に願いや思いを込めていく時間となる。生

徒が地域の凧の鑑賞を通して、自身の表したい主題を

もつことがその後の作品制作の意欲につながると考え

た。そのため、実物の凧や教員が制作した参考作品等

も積極的に紹介して、その魅力や思いを引き出して

いった（図５）。実際に、実物の凧の提示は、生徒の

凧への関心も高めていった。 

 

 

②豊かに発想し、構想する力（思考力・判断力・表現

力等）と形や色彩等の造形要素に関する知識（知識・

技能）の育成 

本題材では、前題材の課題を受けて、ワークシート

や対話を用いて自分の表したい思いを言語化して、自

身の主題を丁寧に深めていくことをこれまで以上に重

視した。さらに、凧づくりの職人と連携を行うことで、

生徒の表現への思いが深まり、表現の幅が広がるだろ

うと考えた。主題を明確にした上で、アイデアをじっ

くりと練り、表現活動へとつなげていった。凧の職人

には、２時間続きで実施した授業に参加していただい

た（図６）のだが、この時間の参加のみにとどまらず、

凧づくりの各工程では職人から事前にアドバイスをも

らい、それを折に触れて生徒に紹介し、自分の主題や

夢や願いに合うモチーフを選んだり、アイデアを生み

出すきっかけとしたりするようにした。前題材におい

ても、博物館の学芸員と連携を行い、海野光弘の思い

や、作品の造形的な見方や考え方、工夫等の話を聞い

たことで、生徒の表現への思いが深まり活動の幅が広

がった。例えば、海野作品の特徴である黒を基調とす

るような表現や白抜き等は、生徒達が今まで出会った

ことのない表現であったことから、その効果に驚き、

強いインパクトを与えていた。取り組んだことのない

表現方法や、造形的な要素の視点は、新たな発想を生

む手がかりにもなった。 

 

 

第４～６時では、主題をもとにアイデアスケッチに

取り組んだ。アイデアスケッチは繰り返し取り組ませ

る過程で、描きたいモチーフの大きさや組み合わせ等

を検討し、構図や配色を決定していった。表現したい

テーマを明確にもった上で試行錯誤や創意工夫した生

徒は、仲間の創意工夫（形や線、色彩、モチーフ、技

法に込められた思い等）を感じ取ることができるよう

になり、それが相互に作品のよさにも気づくきっかけ

となった。 

第７～12 時では、凧の制作に取り組んだ。第７、

８時で下絵を描いた後、第９、10 時に染料やポス

ターカラーで彩色を行った。第 12、13 時で骨組みを

和紙にはり、作品を完成させていった。 

 

③制作過程の試行錯誤を大切にし、よりよいものを追

究しようとする態度（主体的に学習に取り組む態度）

の育成 

第６時までに取り組んだ主題を決定しアイデアス

図６ 職人と生徒の交流の様子 

図５ 授業で実物の凧を提示している様子 
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ケッチを行う活動は、その後の表現の追究にも大きく

影響を及ぼした。１年生である生徒が、自分を見つめ、

将来の夢や願いをもとに主題を見つけ深めていくこと

には難しさが伴う。しかし、地域に伝承されてきた凧

に込められた思いやそれをつくる職人の思いを知り、

受け継がれてきた技能等について理解を深めていく過

程を通して、自分と向き合い、主題や新たな表現を創

造していく姿を期待した。 

先にも述べたが、ワークシートの活用や友達との対

話等を取り入れることで、具体的に思いを言語化し考

えを明確にしていくこともできると考えた（図７）。

さらに、制作の見通しをもてるように各時間の活動内

容や課題等を書き込む制作カードを作成した。この

カードを用いて、子どものつまずきや思考の変容、表

現における試行錯誤等がわかるようにした。 

 

 

 

４．成果と課題 

 本実践の成果と課題について考察をおこなう。その

方法として、抽出した生徒Ａと生徒Ｂについて分析を

行い、その後、全体に実施した事後アンケートについ

て分析を行う。生徒Ａと生徒Ｂは、入学時から美術に

対して苦手意識を持っている生徒である。このような

実態をもつ生徒が、年間の各題材を通してどのような

力をつけ変容していくのかを追っていくために抽出生

徒として設定した。 

 

（１）Ａの変容 

生徒Ａ（以下、Ａと記す）は、思いがあってもアイ

デアを描くことが難しく表現する手が止まってしまう

ことがよく見られる。Ａについては、美術科で育成す

べき資質・能力の内、「思考・判断・表現」や「主体

的に学習に取り組む態度」が、特に重点的に指導支援

を要すると考えている。 

Ａは、中学校入学当初のアンケートで、美術（図画

工作）は「やや好き」で、その理由として「特に図画

工作の工作の方が好きで、自分が想像して形にしたも

のを友だちに評価してもらえるから。」（原文ママ）

と回答している。また、日曜大工をした時に図画工作

科で学んだ事が生かせるから、美術（図画工作）は

「やや大切」と答えた。自信がないためか表現での作

品も小さめで積極的に活動に取り組む姿はあまりみら

れない。 

本題材の主題決めの際、悩んでいたが熱心に励んで

いる部活動に関連づけ、主題を「今がんばっている

サッカーで、コートの中でも外でも他人の役に立てる

ように」と決定した。しかし、主題を決定したものの、

アイデアスケッチでは「人が描けない」としばらく悩

んでいたため、教員がスポーツのカット集を渡した。

それでも描けず、友達のアイデアを見て回った後、し

ばらくしてからサッカーボールと数学を組み合わせた

アイデアを１つ描いた（図８）。生徒同士や、教員と

対話をする中で、定規やコンパスを使って計算しなが

ら描くアイデアも生まれてきた。授業で足がかりがつ

かめてから、アイデアを深めるように美術ノート 11）

（図９）に、サッカーコートを半分ずつ反転させ、右

向きの矢印は未来に、左向きの矢印は過去を表すよう

にアイデアを練ってきた。また、このアイデアには、

白黒を効果的に用いた海野作品の鑑賞での学びも生き

ているように感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ Ａの美術ノート 

図７ 主題を伝え合う活動の様子 

図８ ボールと数字等を組み合わせた当初の案 
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さらに、表したい思い（主題）が明確になってから

は、黙々と制作を進めた。背景の色を白にするか、青

にするか迷う姿が見られたが、表現において主題を自

ら決定し、このように試行錯誤するＡの姿が見られた

ことは大きな成長の一歩であった。 

Ａの事後アンケートからは、下絵は楽しく、骨組み

のはり方や、凧の種類、意味等が理解できたことが分

析できた。特に、骨組みをはる活動は、凧の構造が気

になると事前アンケートの中で記載していたＡにとっ

て、楽しみにしていた学習内容の１つであった。実際、

職人が凧の作り方を説明したり、凧糸を結んだりする

様子を真剣な眼差しで見入る様子が観察でき、凧の特

徴等に興味関心を高めていった。しかし、自分の主題

に対して納得できるような絵を描くことができず、彩

色についてはにじむ等して難しかったため全活動の評

価は「不満足」であると回答していた。本題材におい

て、Ａは主題を深め（思考・判断・表現）表現への意

欲が高まっていることが分かるが、一方で、和紙に彩

色する技能（知識・技能）に苦戦したため、思うよう

な作品に仕上がらなかった悔しさが「不満足」の評価

に表れている。主題とそれを表現する際の知識や技能

は切り離されるものではなく、その指導のバランスが

必要であることを改めて感じた。今後、詰めこむだけ

の知識や技能としてではなく、表現に豊かに生かせる

知識や技能の豊かな学び方をさらに追求する必要があ

る。その点において、職人との連携の可能性を感じて

いる。また、結果として完成作品が納得できないにし

ろ、表現の過程において、自分が一生懸命に試行錯誤

し新たなものやことを創造したことを自身で認められ

るようになって欲しい。まず、教員が活動過程を価値

づけられなければならない。そのための指導支援につ

いて、個別にどのように工夫していくかが教員に求め

られる。 

 

 

（２）Ｂの変容 

生徒Ｂ（以下、Ｂと記す）は、入学当初４月のアン

ケートで、自分には想像力があまりないし、授業は毎

回遅くなってしまうから美術はあまり好きではないと

答えている。しかし、「アイデアが浮かんだり、創造

したりするのは、１つのスキルで（会社とかプレゼン

とかでも役立ちそうだから）、美術はやや大切である」

（原文ママ）と回答している。実際、授業に取り組む

姿を観察していても、見たままを描くことはできても、

自分なりの表現を追求していくことは難しそうである。

Ｂについても、Ａと同様に、美術科で育成すべき資

質・能力の内、「思考・判断・表現」や「主体的に学

習に取り組む態度」が、特に重点的に指導支援を要す

ると考えている。 

Ｂは、主題を「今の自分が思い描く未来の人々を救

う姿」と設定した。主題は決定したものの、主題を色

や形で具体化するアイデアスケッチの段階では、どの

ようなモチーフを選び描いたらいいか悩み、隣の友達

のアイデアスケッチを眺めている時間が長くなり、な

かなか描き始めることができなかった。机間指導時に、

発想するために用いたワークシートの中に「人々を救

う医者になりたい」と記載されていることに気がつき、

医者を連想させるキーワードを共に考え、引き出して

いった。Ｂからは、注射器と白衣というキーワードが

出てきた。その後、主題を表現するために選んだモ

チーフをどのように表現すればいいのか悩んでいたた

め、カット集を参考にすることを提案し、２つのアイ

デアを描いた（図 11）。 

 

その後、上記の２つのモチーフ以外に、理科が好き

なこともあり実験道具を描き加えるアイデアも生まれ

た。数多くアイデアスケッチを描いたわけではないが、

各モチーフの大きさや組み合わせをじっくり考えてい

た。また、Ｂは人との対話をきっかけに自身のアイデ

アを広げて行った。授業中はもちろんのこと、美術

ノートを通して教員と対話を重ねた（図 12）。図 12

は、Ｂの美術ノート（一部）である。ここには、授業

中の学びを受け、自分の主題に迫るアイデアをまとめ

たり、練ったり試行錯誤する様子がうかがえる。これ

を踏まえ、アイデアスケッチに取り組んだ。はじめは、

小さくモチーフを描いたため、モチーフの構成が難し

い様子だったが、じっくりと考えながら構図を決めて

行った。さらに、背景や彩色の視点も加わることで、

自身の主題に迫る凧に近づいていった。特に背景の色 

図 10 彩色途中の作品（左）、完成作品（右） 

図 11 ２つのモチーフのアイデアスケッチ 
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を決める際には、凧が空に揚がることを想定した上で、

空に映える配色を検討することができた。また、Ｂの

配色への追究の姿勢は、本題材の導入において、実物

の「遠州横須賀凧」を鑑賞していたことが関係してい

ると考えられる。鑑賞では、実物の凧を日の光に透か

しながら鑑賞し、凧に使用されている和紙の光の透過

性や染料の色の鮮やかさを実際に学んでいた。凧の特

性や空に揚げるという必然性が、Ｂの制作に対する主

体性を生んでいったといえる。                                 

Ｂは、事後アンケートにおいて、アイデアスケッチ

が難しかったが、凧が上手く揚がったり、グラデー

ションが思うように表現できたりしたことから「満足」

と回答していた。入学当初は、想像力がないため制作

が遅くなり美術はあまり好きではないと考えていたＢ

だが、最後まで投げ出すことなく諦めずに表現に取り

組むことができた。主題を明確にし、表したいことが

あるからこそ、追求する姿勢が生まれたといえる。ま

た、Ｂの完成作品（図 13）には前題材の版画での学

びが生かされていることも分かる。光と影のコントラ

スト等を大切にした海野作品にみられる独特の構図や

白を生かす配色等が、Ｂ自身の作品の中にも生かされ

ている。 

 

 

 

（３）他生徒の実態 

本題材の終了後に事後アンケートを実施した（本校

１年生 105人を対象）。約 70％の生徒が凧の制作につ

いて、「大満足・満足」と回答した。理由には、達成

感があったから、凧が上手く揚がったから、つくるの

が好きだったからが挙げられていた。「やや不満、不

満」の理由としては、難しかったけれど絵が思い通り

に描けなかったことがあげられており、表現の技能面

に関する理由を挙げる生徒が多かった。本題材では、

前題材で課題となっていた「主題を明確に持つこと」

図 12 凧のアイデアが描かれた美術ノート 

図 13 下書き（左）、完成作品（右） 
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に関して、「つながり」を意識し題材開発や授業づく

りに取り組んだ。地域の凧を生かした題材提案や職人

との連携、友達や教員との対話による交流等である。

実際に、事後アンケートの「主題を常に意識して制作

できたか」の問いに対して、90%以上の生徒が意識で

きたと回答していることからも、「つながり」を意識

した授業づくりが生徒の主題づくりによい効果をもた

らしたといえる。ただ、主題づくりのみならず、知識

や技能についても、職人を招いた際に、凧に関する歴

史や材料、モチーフに込められた願いや思い、彩色に

は染料を用いていることを学んでいた。凧は大空に揚

げるため、染料で塗られた凧が、太陽の光に当たると

ステンドグラスのように輝くことも職人から紹介して

いただいた。しかし、アンケートの結果を見ると、職

人との交流が生徒の学びに効果的に生かされておらず

課題が残るかたちとなった。「凧の制作で難しかった

ことは何ですか」の問いに対して、アイデアスケッチ

（39％）よりも彩色（54％）が高い値を示している。

表現における知識や技能面での力の育成においても、

「つながり」をより生かした授業づくりの工夫が今後

求められる。 

 

５．おわりに 

本題材では、「つながり」を意識した題材開発や授

業づくりに取り組んだ。「地域のひと・もの・こと」

と「中学３年間の学び」の２つの「つながり」の視点

を意図的に組み込んできた。 

「地域のひと・もの・こと」とのつながりでは、地

域に伝承させてきた凧を取り上げると共に、凧の職人

に来校いただき、実際に交流したり凧を作る過程を見

ることができたりする場面を設定した。こうした活動

から、職人の技や材へのこだわりや凧及び伝統に対す

る思いを直接生徒が感じたことで、自身の制作への意

欲や主題を生むきっかけになっていった。こうした実

践では、単に地域のひと・もの・ことを活用すれば良

いということではなく、生徒の実態を把握してつけた

い力を明確にした上で、事前に打ち合わせることが必

須となる。本題材においても、教員が数回職人と打ち

合わせを行い、授業に臨んだ。職人の思いや願いを共

有しつつ、授業で目指す姿を共有することが大切であ

る。 

「中学３年間の学び」のつながりでは、題材が単発

的に実施されるのではなく、学びの系統性を意識して

カリキュラムを組んでいった。題材を横断して、地域

とのつながりを意識したり、自分の思い（主題）を持

たせるために、例えば、授業導入後にペアや小集団で

紹介し合ったり、ミニ鑑賞で作品と共に話したりする

対話の活動を繰り返し取り入れた。繰り返しおこなう

ことで、凧制作の実践では、生徒が主題を明確に持

ち、表現のねらいや内容を踏まえ、制作に望んでいる

姿が多く見られるようになり、さらに、思いを他者に

言葉で表現できるようになった。それは、ＡやＢをは

じめとする表現が苦手な生徒へも効果的なアプローチ

であった。生徒のアイデアや発想が広がっていくため

には、まず個々の思いを引き出したり、表現したいと

いう意欲を向上させたりする必要がある。生徒の実態

は様々であり、個々に違いがあるため、個の思いを引

き出し、個に合わせた指導支援が重要になるだろう。

本論で得られた成果と課題をもとに、今後も「つなが

り」を意識した題材開発や授業づくりに努めていきた

い。 
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